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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに

　大型プレキャスト部材を対象とした合理化部材接合工法の開発の一環として，

部材接合部の一体性に関して検討を行った．本工法は，接合する部材それぞれに

機械式継手を埋設し，部材組立時に設置する接合筋を介して一体化する工法であ

り，接合面に継手充填用の高強度モルタルによりコッターを形成する．本報では，

実大断面部材のせん断載荷実験と，2次元有限要素非線形解析によるせん断耐力

の検討に関して述べる．

２．工法概要と検討課題２．工法概要と検討課題２．工法概要と検討課題２．工法概要と検討課題

　本工法は，図－１に示すように部材接合部にモルタル充填継手を埋設し，部材

接合面にモルタルコッターを有している．施工性は，一般の接合面に樹脂接着材

を使用する工法と比較して，接合面の乾燥状態に左右されることがなく，また接

合部の箱抜きが無いため後埋め作業も無く良好である．コッター部は，継手モル

タル充填時に高強度無収縮モルタルが同時充填する構造となっている．また止水

性に優れ，無機材料を使用するため耐久性の信頼性が高い．

　本実験は，構造性能確認実験 1)の一環として実大規模のせん断実験を行い，併せ

析により破壊過程を再現し，プレキャスト部材接合部のせん断耐力の予測精度向

３．実験概要３．実験概要３．実験概要３．実験概要

　試験体概要を図－２に示す．断面形状は内空 5.0×7.0m，幅 1.0m のボックスカ

ており，部材のコンクリート強度は 36.1N/mm2，鉄筋継手とコッターの充填モルタ

接合鉄筋は D25（SD390），その他は D13（SD295A）としている．載荷は左右逆対称

面で純せん断となり最も厳しい条件である継手の直後を載荷点とした．

４．実験結果４．実験結果４．実験結果４．実験結果

　２点の平均荷重と載荷点平均変位の関係を図－３に示す．部材降伏は Py＝232kN（

　キーワード　プレキャスト，接合部，コッター，せん断強度

　連絡先　　　〒243-0125　神奈川県厚木市小野 2025-1　(株)フジタ　ＴＥＬ046-250-70
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図－２　試験体形状
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＝320kN（δ=0.7mm）であった．一方，図－４に示すよう

に，接合面は 247kN で降伏しており，接合面に厳しい本

載荷条件においても，接合面のせん断降伏は部材の曲げ

降伏以降に発生すると判断できる．実験結果と既存の耐

力算定式に基づく計算結果の比較を表－１に示す．ここ

では，土木学会コンクリート標準示方書の接合部の設計

せん断伝達耐力式，プレキャストコンクリート部材の接

合キーの式および建築学会のコーン破壊面積 Ac で破壊

した時のせん断耐力式を用いた．全ての式で，実際の耐

力を過大に評価していることが分かる．本工法における

モルタルコッターは 135N/mm2と高強度であり，実験の

破壊形態（写真－１）から明らかなように，接合筋のか

ぶり剥離でせん断耐力が決定されており，いずれの式の

想定破壊とも異なっているためと考えられる．

５．解析結果との比較５．解析結果との比較５．解析結果との比較５．解析結果との比較

　本研究では，東京大学コンクリート研究室にて開発中

の WCOMD-SJ verWCOMD-SJ verWCOMD-SJ verWCOMD-SJ ver....7.37.37.37.3 2)により 2次元解析を行った．図－

５に示すように，解析では降伏以降の剛性と最大耐力の

評価に実験との乖離があるものの，265kN 時にコッター

横の帯鉄筋降伏とともに剛性が低下する現象は追跡でき

ている．接合部のひび割れ状況は，図－６に示す通りで

あり，実験と同様に高強度のコッター部を起点としてひ

び割れが進展する様子が伺える．

６．まとめ６．まとめ６．まとめ６．まとめ

　高強度モルタルコッターを有するプレキャスト部材

接合面のせん断実験を行った結果，以下の知見を得た．

・最大せん断耐力はかぶり部分の剥離で決定され，モルタルコッターはほとんど損傷が見られなかった．

・せん断耐力は，既存の接合部に関する設計式では評価が困難であった．

・併せて行った 2次元 FEM 解析では，改良の余地があるものの，実験挙動を概ね評価することができた．
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写真－１　ひび割れ発生状況（δ＝－6mm）

表－１　実験値と計算値の比較（示方書）

　ｉ）鋼製接合
　　ｷｰ(仮定)

ｉｉ）ｺﾝｸﾘｰﾄ製
接合キー

平均荷重
Pmax(kN) 320 4,577 751 1,752 645

接合面
Smax(kN) 240 3,433 563 1,314 484

実験値／実験値／実験値／実験値／
計算値計算値計算値計算値

------------ 0.070.070.070.07 0.430.430.430.43 0.180.180.180.18 0.500.500.500.50

項　目 実験値
建築学会
ｺｰﾝ
破壊

JSCE 10.9.4
ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ部材JSCE

(6.3.17式)
設計せん断
伝達耐力
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図－４　荷重～変位関係（包絡線）

0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

100

200

300

400

0
平均変位(mm)

平
均
荷
重

(k
N

)

コッター隣接部に水平ひび割れ発生（156kN）

解析値
実験値

コッター近傍の帯筋降伏開始（263kN）

図－５　解析値と実験値の比較

  
　 P=147kN　　　 P=264kN　　　 P=364kN
図－６　接合部のひび割れパターン(×20表示)
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